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福島県における経営階層より見た

農家経済構造の分析

中　鉢　儀右工門・青　田　　　剛

（福　島　県　負　託）

1．は　じ　め　に

この調査は県内農家の経済構造を経営階層別に分析し

個々の農家が改善せねはならぬ事項を明らかにし，農業

経営改善の汽料を得る目的で昭和24年度より継続調査を

実施した．

われわれが分析を試みたのは昭和28年と昭和31年度に

おける農家経済を経営階層別にその様相について若干の

考察を試みたものである．

2．調査対象農家の経営的諸条件

調査農家は毛として昭和24年度以来の調査継続のため

昭和28，31年次とでは経営規模その他の諸条件に変化を

認めず次表の通りである．
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3．農家経済の分析

1．農家収入

農家収入は28年についてみるに経営階層別では当然大

経営が多く，次いて中・小経営の序列となり現金収入は

経営規模の上昇に伴い総現金収入に対する農業収入は大

となっている．大経営の農業現金収入における稲作収入

が最大のウエイトを示し次いで畑作収入となっている．

中経営は前者と概ね同様の傾向であるが，商品作物収

入が目だち経営の集約化を押し進めている．小経営は史

に強く稲作収入が低下し，これに替るに果樹が最大の比

重を占めている．しかしこの階層における虚業収入の不

足を度外収入に依存せざるを得ない現状にある．更に31

年度の農家収入は濫作のため稲作収入の著増をみ，農家

現金収入における稲作収入のウエイトが各経営層とも上

廻っている・大経営の農業収入に対し稲作収入は28年よ

り圧倒的割合を示し，中・小経営でもその割合は大とな

っている．

2．農家支払

農業経営費は経営階層の上昇に比例して多い．この支

払費目のうち肥料費は各費目を通して最大の割合を示

し，次いで雇傭労賃・飼料その他の序列となる．肥料費等

が農業支出中に多いことは農業における資本主義経済の

鯵透一交換経済がより酎ヒされていることを意味する．
3．家計費

家計費は農家支出総額に対し高い比重を示している

が・農家一人当り家計費は経営階層の上昇するにつれて

多く一度菜所得を以って家計費を充たし得るかどうかを

見ると，28年は大経営といえども充し得ず，したがって

農家経済余剰はいづれの階層も赤字で31年は中経営にお

いて辛じて充たし得るに過ぎず，更に小経営においては

農外収入で不足をカバーし，究極的には農家経済余剰を
出している．

4．結　　　　び

後進的農業地帯と目されておった東北農業生産力の著

しい進展は，稲作農業生産力の発展に負うところが多く，

それは水田が比較的多い大経営におけるそれで，中・小

経営において相対的ウェイトの大である畑作部門の発展

は生産技術的に幼稚の段階にあることが見られ，それ故

に豊作年時といえども農業所得のみでは家計費を充足し

得ず兼業に依存している．また肥料・農薬・農機具等の

生産手段の増投を助長しまた生活程度の向上等は現金支

出の増加となってあらわれている．

ここに収入・支出のアンバランスが鋏状価格差の拡大

とともに激化し農家経済の貧困化をもたらし，農業の再

生産さえ困難な状況に追い込まれている．この事実をわ

れわれは以上の分析を通じで集約することが出来，これ

に対処し得る途は農業経営それ白体の新たな転換の岐路

にたっているというべきである．
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り　ん　ご販売上の　問題点

一特に小売段階について－

佐　　藤　　多

（青森県農業総研）

1．伺＝顎の捷起

りんごが生産されてから消費されるまでには幾つかの

沈通段階を経過する．この場合，特に生産着手頼り額の

維持と，りんご消費の大衆化を促進する方策として系統

販売の有利性が強調され　それに関連して青森県りんご

出荷体制の後進性が批判される．しかし，現段階におい

ては大衆化を阻害する要因として，産地の出荷体制とと

もに．市場・小売段階の非合理性をも合せ強調されなけ

ればならない．

鞄こここでは′ト売商実態調査の結果を中心に，小売段

士
口

階の問題点について述べることにする．

なお，この調査は東京大学青果物流通研究会との共同

でされたものである．

2，りんごの市場及び小売価格

（みかんとの対比）

最近の価格形成の焼向として，青果物の供給弾力性は

極めて′トさく，価格は需要の条件に左右され，買手市場

となって一種の購買独占の形が成立している．しかし，

この形も青果物の種軌こよって同じでなく，りんごとみ

かんについても表渇のように臭っている．
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（資料）東京市場入荷量及び市場価格は中央卸売市場月報より集計消費量及び消費者価格は家計調査報告書よ
り集計


